
各種申告書への押印は不要です 

 

 

【入湯税納入申告書の記入例（宿泊施設・日帰り施設併設ありの場合）】 

 

  

法人の場合、法人名称と代表者氏名を記入。 

個人の場合は氏名のみ記入。 

税額欄の金額が一致しているか確認。 

①（課税標準の人数）から②（課税免

除の人数）を差し引いた数値を記入。 

① 

② 

鉱泉浴場の名称を記入。 

鉱泉浴場の所在地を記入。 

宿泊者のうち、年齢満 12歳未満の者は課税免除となります。 

宿泊者数と課税免除者数の欄の両方に該当者の人数を計上してください。 

（例）10月 11日の宿泊者 11人のうち満 12歳未満の子が 1人いました。

なお、この日の日帰り入浴者数は 1人でした。課税免除の対象は 2人とな

ります。残りの 10 人は入湯税が課税されます。（税額…10 人×150 円＝

1,500円） 


